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患者さまへ 

 

「全身麻酔下の脊椎側彎症手術の術中腹臥位症例の重点的な褥瘡予防対策の有効性の検討 

‐多層構造ポリウレタンフォーム保護パッド材の導入前後の 2群間の褥瘡発生率の比較検討-」 

について 

 

 

この研究は、通常の診療で得られた記録を使って行われます。このような研究は、国が定めた指針

に基づき、対象となる患者さまのお一人ずつから直接同意を得るかわりに、研究の目的を含む研究の

実施についての情報を公開することが必要とされています。研究結果は学会等で発表されることがあ

りますが、その際も個人を特定する情報は公表いたしません。 

 

１．研究の対象 

2020年 10月 1日～2021年 9月 30日に当院で脊椎側弯症手術（脊椎側弯症後方固定術）を受けられた

方。 

 

２．研究目的・方法 

研究目的：当院で行った手術より褥瘡発生危険因子を解析し今後の褥瘡発生率減少を目的とします。 

研究期間：当院院長承認後～2023年 1月 

研究方法：上記期間中の対象の患者情報を診療情報より取得し解析します。 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

情報：年齢、性別、身長、体重、BMI、主病名、術式、全身麻酔の種類、麻酔手術時間、麻酔時間、腹

臥位時間、術中輸液量、術中出血量、血液検査所見、既往歴、褥瘡の既往等、多層構造ポリウレタン

フォーム保護パッド（スミス・アンド・ネフュー株式会社多層構造ポリウレタンフォーム保護パッド

材『ALLEVYN♢ LIFE標準型』）使用の有無 

 

４．個人情報の取り扱いについて 

研究のために当院で集めた情報は、氏名、生年月日などの患者さまを直ちに特定できる情報は削除

し、研究用の番号を付けて取り扱います。あなたと研究用の番号を結びつける対応表のファイルに

は、パスワードを設定しセキュリティーのかかったインターネットに接続できないパソコンで管理し

ます。このパソコンがある部屋は入室が管理されており、第三者が立ち入ることができません。この

研究で得られた情報は個人情報管理者（湘南藤沢徳洲会病院臨床試験センター 藤田京子）の責任の

下、厳重な管理を行います。なお、この研究で得られた情報は厳重な管理を行い、患者さまの情報な

どが漏洩しないようにプライバシーの保護には細心の注意を払います。 

 

５．情報の保存について 
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電子カルテから抽出した情報は、原則としてこの研究のために使用し、研究終了後はカルテから抽

出した情報は、研究終了報告日から 5年又は研究結果の最終公表日から 3年又は論文等の発表から 5

年のいずれか遅い日までの間保存させて頂いた後、研究用の番号等を削除し廃棄します。 

 

６．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計画書及

び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

 

    当院の研究責任者、照会先、研究への利用を拒否する場合の連絡先 

湘南藤沢徳洲会病院 看護部 手術室 

職名・氏名：看護師 福世 太一（研究責任者） 

住所：神奈川県藤沢市辻堂神台 1－5－1 

電話：0466-35-1177 


